
砂防事業でのＣＩＭ活用の課題と展望 

（株）オリエンタルコンサルタンツ 〇佐藤厚慈，井川忠，岩岸栄代 

国土交通省関東地方整備局富士川砂防事務所 菊池瞳，山野利勝，小林幸博 

1．はじめに 

国土交通省では，社会資本整備に関わる計画・調査・

設計段階から３次元モデルを導入し，その後の施工・維

持管理の各段階においても情報を充実させながら一連の

建設生産システムにおける受発注者双方の業務効率化・

高度化を図るための CIM（Construction Information 

Modeling/Management）の導入・普及を推進している． 

砂防事業では，航空レーザ計測や地上レーザ計測の普

及に伴う３次元データの活用が進み，近年では UAV レー

ザを活用した詳細地形データの取得も増加傾向にあるこ

とから，生産性向上へ向けて CIM 技術の更なる普及が期

待されている． 

ここでは，砂防堰堤の詳細設計で実施した CIM モデル

活用により得られた課題と今後の展望について報告する． 

2．CIMモデルの詳細度及びソフトウェア 

CIMモデルの詳細度(LOD)は，砂防編のCIM導入ガイド

ライン策定前であったため，共通編及びダム編を参考に

外形形状を正確に表現するレベル300とした．

表１ CIMモデルの詳細度 

 

 

 

表２ CIMモデル作成ソフトウェア 

3．CIMモデルの作成 

地形モデルは，広域の航空レーザ計測データ，設計範

囲の UAV 計測データを用いて解析処理を行い，現況地形

モデル・TINサーフェスモデル・地形モデル・構造モデル・

土工形状モデルを作成し，これらを統合したモデルを作

成した．

 

図１ 地形モデルの作成例 

構造物モデルは，フランジやベースプレートを含めた

鋼製部モデルと堰堤本体モデルを合成し，掘削形状のTIN

サーフェス，地質モデルをそれぞれ作成した．

 

図２ 構造物モデルの作成例 

図３ 掘削形状と地質・土質モデル 

各モデルを用いた統合モデルを作成し，コンクリート

や鋼製部の各種部材に対する属性情報を付与することで，

詳細な材料や体積，面積等を把握することができる． 

図４ 統合モデル作成例 

 

 

図５ CIMモデルの属性情報表示 

CIMモデル 詳細度(LOD) 備考

地形モデル（涸沢流域） 地図情報レベル500 H30釜無川流域砂防施設測量業務

地形モデル（黒桂沢流域） 地図情報レベル500 H30早川流域砂防施設測量業務

構造物モデル 300
構造物（ダム）を参考に設定
構造物の形状を正確にモデル化

施工ステップ 300 施工状況、重機配置を表現

統合モデル 300

CIMモデル名 対象 モデルの種類 ファイル形式 ソフトウェア名 バージョン

地形モデル 地形
サーフェス

（面-TIN形式）
LandXMLおよびdwg AutoCAD Civil3D 2019

地盤モデル
ボーリング柱状図

地質断面図
ソリッド IFCおよびdwg AutoCAD Civil3D 2019

土工形状モデル 基礎掘削線
サーフェス

（面-TIN形式）
LandXMLおよびdwg

IFCおよびdwg
AutoCAD Civil3D 2019

構造物モデル 砂防堰堤 ソリッド IFCおよびdwg AutoCAD Civil3D 2019

統合モデル 上記モデルを統合 サーフェス+ソリッド nwf、nwd InfraWorks・NavisWorks 2019

堰堤計画地点オルソ画像 TIN サーフェス

構造物モデル 鋼製部

F-01
 ----------------    ソリッド    ---------------- 

質量:      99.000 
体積:      99.000 
境界ボックス:            X: -16712.492  --  -16698.336 

  Y: -52924.571  --  -52910.380 
    Z: 685.500  --  686.500 

図心:                 X: -16705.399 
  Y: -52917.456 
  Z: 685.995 

慣性モーメント:          X: 277272046856.692  
  Y: 27674554855.690  

    Z: 304853425059.888  
慣性乗積:             XY: -87516715194.654  

   YZ: 3593809647.059  
   ZX: 1134522124.783  

回転半径:              X: 52921.902 
  Y: 16719.478 

    Z: 55491.689 
図心についての主慣性モーメントおよび X-Y-Z 方向:

  I: 817.593 方向 [0.789 -0.614 0.000]
  J: 833.247 方向 [0.614 0.789 0.001]
  K: 1634.346 方向 [0.000 0.000 1.000]

F-01 型枠下流側
 ----------------    リージョン    ---------------

面積:     10.595
周囲:     22.119
境界ボックス:        X: -16712.492  --  -16704.384

     Y: -52924.571  --  -52918.155
     Z: 685.500  --  686.500

図心:      X: -16708.438
     Y: -52921.363
     Z: 686.000

T3-002
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4．CIM活用による効果 

4.1 砂防堰堤の根入れ照査 

３次元の場合は，一定の間隔に作成する堰堤軸の横断

図を作成しなくても地盤の傾斜を考慮しながら確実に根

入れを確保できているか視覚的に把握できる．このため，

２次元で作成した結果に比べて，短時間で精度の高い成

果が得られ照査精度の向上が期待できる． 

 

図６ 根入れの照査状況（土砂地盤） 

4.2 精度の高い掘削形状の確認 

２次元の図面作成では，地盤や構造物の変化点で堰堤

軸横断図を作成後，掘削形状・埋戻し形状を設定して平

面図に投影する．３次元の場合，構造モデル作成後に点

群から作成した土工モデルと結合し，土質に応じた掘削

勾配を入力することで現場の実態に近い掘削範囲・用地

範囲を考慮した図面を短時間で作成できる． 

また，３次元モデルを活用した場合に数量を確認した

ところ，構造物の数量は同様であるが，土工量について

は明らかな差が確認された． 

図７ ３次元モデルの掘削形状 

表３ ２次元，３次元の数量比較 

4.3 精度の高い埋戻し形状・構造物の配置検討 

３次元モデルを作成することで「設計の見える化」が

実現できる．例えば，カゴ枠工の設置範囲について，２

次元設計ではカゴ枠背面の埋戻し形状を軸横断図で表現

できないため，掘削範囲との隙間が生じる結果となった．

３次元空間では，視覚的に想定しづらい部位に対しても，

漏れなく設計照査を行うことができ，図面の作成漏れ，

数量の計上漏れを防止可能となる． 

図８ ３次元モデルによるカゴ枠の配置見直し 

4.4 仮設・施工計画シミュレーション 

施工時の仮設構造物や施工計画の検討では，３次元モ

デルを時間軸に従い変化させる4Dシミュレーションが可

能となる．施工順序の確認や施工重機の作業半径や支障

物の有無についても確認でき，施工工程ごとに工事費を

表示させた5Dシミュレーションも可能である． 

図９ 5Dシミュレーションイメージ 

5．CIM活用における現在の課題 

5.1 ２次元・３次元モデル併用による効率の低下 

現段階の設計手順では，３次元設計を実施する前段作

業として２次元図面を作成しているため非効率となって

いる．計測，設計から施工，維持管理まで３次元データ

を活用できる仕組みづくりが求められる． 

5.2 用地範囲の不一致 

２次元の図面は，地形測量で取得した平面図の等高線

に対して堆砂範囲や構造物形状・土工形状を記載し，そ

の結果から用地取得範囲を定めることとしている． 

３次元では点群から作成した精度の高い地形モデルを

使用するため，堆砂範囲や掘削範囲に差異が生じる．こ

のため，範囲の設定方法に関するルール化が必要である． 

 

図10 堆砂・水位の設定範囲 

5.3 ３次元による埋戻し・盛土の再現 

現在普及している主要なソフトウェアは，土工（掘削）

モデル，構造モデル，統合モデルの作成は可能である．

一方，使用したソフトウェアでは，埋戻し・盛土に関し

て地盤や構造物との標高差を立体的に計測することがで

きないため３次元数量の算定に限界があった．今後はソ

フトウェア開発に伴うモデル精度の向上が必要となる．

6．まとめ

設計段階では，CIM活用における課題がありつつも数量

算出の省力化や照査の精度向上等において導入効果が高

いと判断される．また，完成イメージや施工ステップの

把握においても有効であり，計測・設計から施工・維持

管理まで更なるCIM活用の推進が期待される． 

右岸側 左岸側 

球体（半径 2m）

２次元図面では 
表現できない範囲

掘削範囲まで
カゴ枠不⾜

①２次元 ②３次元 差分①-② 割合(%)

コンクリート m3 10,122.0 10,125.1 -3.1 100.0

外部型枠 m2 3,962.2 3,959.6 2.6 100.1

内部型枠 m2 1,017.5 1,017.4 0.1 100.0

掘削 m3 13,261.4 14,816.0 -1,554.6 89.5

部位 単位

数量

５Dステップ（概算工事費） 

４Dステップ（時間軸） 

計画高水位 

計画堆砂範囲

計画高水位

計画堆砂範囲

2 次元地形図 3 次元地形図
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